
年間授業計画

高等学校 令和７年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

1

5○

1

7

○

○ ○ ○

○○ ○○

○

【知識及び技能】
○歌物語や和歌に興味をもち、他の作品を調
べたり探したりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
○｢月｣を詠んだ和歌に興味をもち、他の歌を
探したり調べたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
○なぜ男は女の移動先を知りながらも逢いに
訪れなかったのか、考えを深めようとしてい
る。

【知識及び技能】
○本文を間違えずつかえずに読むことができ
ている。
○古語辞典を使い、本文の意味を詳細に理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
○小僧の行動の理由と坊主の助言の内容を理
解し、話のおもしろさを理解している。
○話の展開を理解し、おもしろさの理由をと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
○作品に興味をもち、現代の笑いや他の笑話
を比較しようとしている。

○

新編　文学国語　大修館書店

○ ○

領域
評価規準 知

○

○ ○

○

【知識及び技能】
○当時の人々が｢月｣に対してどのような思い
をもっていたのかに興味をもち、意見交流を
したり調べたりしている。
【思考力、判断力、表現力等】
○｢天の羽衣｣を着た後のかぐや姫が｢この衣着
つる人｣と表記されている理由を考え、意見交
流をしたり考えを深めたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
○天の羽衣を着る前後のかぐや姫の様子か
ら、｢人間らしさ｣とはどのようなことか、考
えを深めようとしている。

○ ○ ○

（６組：田口　）

【学びに向かう力、人間性等】

・興味・関心を持って授業に取り組み、作品が
書かれた時代と自身を結びつけて考えることが
できる。

文学国語

配当
時数

（１組：鈴木　）

【 知　識　及　び　技　能 】動詞以外の活用語に注意しながら本文を読むことができる。

国語 文学国語 2

（２組：鈴木　　） （３組：保坂　　） （４組：田口　） （５組：田口　）

態

文学国語国語

１
学
期

A 単元「星取り」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・笑話を読み、オチにつながる展開
を的確に捉える中で、そのおもしろ
さについて考え、自らの学習を調整
しようとしている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。
○笑い話であることを理解させ
る。
○オチを理解させる。
○動詞の活用を復習する。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。
○おもしろさを理解させる。
○教訓を読み取らせる。
○形容詞の活用を学習する。

○

○

定期考査

定期考査

C 単元「かぐや姫の昇天」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、登場人物の心
情を読み取ろうとしている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。
○本文の表現について意見を交換
させる。
○古代人の「月」に対するイメー
ジについて自分の言葉でまとめさ
せる。

D 単元「月やあらぬ」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、登場人物の心
情を読み取ろうとしている。

○本文を間違えずに音読させる。
○本文の意味を詳細に理解させ
る。
○登場人物の行動の理由を考えさ
せる。
○和歌の修辞について理解させ
る。
○歌語として「月」が用いられて
いる例を自分で調べて見つける。

5

・動詞、形容詞、形容動詞、助動詞の活用や接
続に注意しながら本文を読むことができる。
・古文や漢文を読むために必要な古典常識や語
彙を身につける。

・登場人物の行動の理由について、古典常識を下敷
きに理解することができる。
・文章が書かれた時代背景をもとに作品を読むこと
ができる。

○

国語

文章の展開の仕方について、古典常識を下敷きに理解することができる。

興味・関心をもって授業に取り組むことができる。

5

B 単元「児の飴食ひたること」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、登場人物の言
動や話のおもしろさを読み取ろうと
している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】
○本文をつかえず正確に音読している。
○古語辞典等を利用し、古文特有語や古今異
義語に興味をもち調べている。
【思考力、判断力、表現力等】
○児の行動と言い訳の内容をふまえて、本話
のおもしろさを理解している。
○坊主と児に対する編者の評価の違いがどこ
からくるのか考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
○作品に興味をもち、他の説話や狂言などに
も触れようとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○



○ ○ 1

7

○ ○

10

○ ○ 8

1

○

○

○

○ ○ ○

【知識及び技能】
○語句の意味を、注や辞書を手がかりに理解
し、自らの表現に生かしている。
○作者についての知識をもち、日本近代文学
史の流れを把握して、他者に説明している。
○作品のあらすじをつかんで各段落の内容を
理解し、場面の展開を簡潔にまとめている。
【思考力、判断力、表現力等】
○Ｋに対する「私」の気持ちの推移を、場面
展開に沿って理解し、「私」にとってのＫと
の関係性の変化を押さえている。
○場面ごとの「私」の言動の理由を、文脈を
ふまえて理解し、簡潔にまとめている。
○作品のテーマや感想などについて、積極的
に話し合いに参加し、自分の意見と他者の意
見を比較して多面的に考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
○近代文学に興味をもち、積極的に他の作品
を読み味わいながら感想をまとめたり、作品
の魅力を他者に紹介したりしようとしてい
る。

○

【知識及び技能】
○語句の意味を、注や辞書を手がかりに理解
し、自らの表現に生かしている。
○作者についての知識をもち、日本近代文学
史の流れを把握して、他者に説明している。
○作品のあらすじをつかんで各段落の内容を
理解し、場面の展開を簡潔にまとめている。
【思考力、判断力、表現力等】
○Ｋに対する「私」の気持ちの推移を、場面
展開に沿って理解し、「私」にとってのＫと
の関係性の変化を押さえている。
○場面ごとの「私」の言動の理由を、文脈を
ふまえて理解し、簡潔にまとめている。
○作品のテーマや感想などについて、積極的
に話し合いに参加し、自分の意見と他者の意
見を比較して多面的に考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
○近代文学に興味をもち、積極的に他の作品
を読み味わいながら感想をまとめたり、作品
の魅力を他者に紹介したりしようとしてい
る。

○ ○

○

E 単元「こころ」
【知識及び技能】
・情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し、文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈を踏まえ、人間、社会、自
然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、登場人物の生
き方から自分自身の生き方に関する
考えを深めようとしている。

○作者の来歴を理解させる。
○本文中の語句の意味を理解させ
る。
○場面ごとにあらすじをつかん
で、登場人物の行動の理由につい
て説明できるようにする。
○作品に関連したテーマで自分の
考えを他者と共有させる。
○近代文学への興味を持たせる。

２
学
期

E 単元「こころ」
・情景の豊かさや心情の機微を表す
語句の量を増し、文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊か
にしている。
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、作品の内
容や解釈を踏まえ、人間、社会、自
然などに対するものの見方、感じ
方、考え方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、登場人物の生
き方から自分自身の生き方に関する
考えを深めようとしている。

定期考査

F 単元「現代の恋　近代の恋
　　　　古典の恋」
【知識及び技能】
・文学的な文章やそれに関する文章
の種類や特徴などについて理解を深
めている。
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、作品に表
れているものの見方、感じ方、考え
方を捉えるとともに、作品が成立し
た背景や他の作品などとの関係を踏
まえ、作品の解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・詩歌を読むことに興味をもち、そ
れらの形式や表現の特徴を踏まえな
がらそれぞれの作品に描かれている
情景や心情を読み取ろうとしてい
る。

○本文を正確に音読させる。
○和歌の修辞や技巧を理解させ
る。
○それぞれの時代における歌を比
較しながら読まれ方の違いについ
て考えさせる。
○歌の背景となっている古典常識
を理解させる。
○教科書に掲載されている歌以外
にも目を向けつつ、自分でも歌を
詠んでみる。

○作者の来歴を理解させる。
○本文中の語句の意味を理解させ
る。
○場面ごとにあらすじをつかん
で、登場人物の行動の理由につい
て説明できるようにする。
○作品に関連したテーマで自分の
考えを他者と共有させる。
○近代文学への興味を持たせる。

○

○

○

○

○ ○

【知識及び技能】
○さまざまな詩歌の形式や表現について正確
に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
○時代による表現方法等の差異を理解し、各
作品の鑑賞に生かしている。
○各作品に詠まれた心情や情景について考
え、自分の思いとも比較しながら鑑賞してい
る。
○作品が書かれた時代背景や当時の人々の価
値観などがその作品に与えている影響などに
ついて考え作品の解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
○さまざまな作品を進んで読み、自分の感じ
方や考え方とも比較しながら考えたり調べた
りしようとしている。

○

定期考査

○



○本文を正確に音読させる。
○古語や文法の知識を活かして本
文を理解させる。
○作者の感性に自己を近づけなが
ら、ほかに「はしたなし」といえ
るものがあるかどうか考えさせ
る。

定期考査 ○ ○

H 単元「手のわろき人の」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、自分と比較し
ながら作者の感性を捉えようとして
いる。

○本文を正確に音読させる。
○随筆という文芸ジャンルの特性
を踏まえ、筆者の感性を理解させ
る。
○『枕草子』との比較においてそ
れぞれの特徴をまとめる。

○

【知識及び技能】
○古語や文法の知識を生かして本文を正確に
読んでいる。
○『徒然草』の概要や構成をふまえて、その
文学史的意義を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
○作者が何に対して「よし」「うるさし」と
考えているのかを、その理由も合わせて正し
く読み取っている。
【学びに向かう力、人間性等】
○作者の主張について、自分のものの見方や
考え方と照らし合わせて考え、まとめようと
している。

○ ○ ○ 10

1

○○

○

8○○ ○

【知識及び技能】
○古語や文法の知識を生かして本文を正確に
読んでいる。
○『枕草子』の概要や構成をふまえて、その
文学史的意義を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
○作者が述べる「はしたなきもの」の事例を
正しく読み取り、「はしたなし」の意味を正
しく解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
○現代における「はしたなきもの」の事例を
挙げて、文章にまとめたり発表したりしよう
としている。

３
学
期

合計

70

G 単元「はしたなきもの」
【知識及び技能】
・文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につい
て理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「読むこと」において、文章の種
類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品に興味をもち、自分と比較し
ながら作者の感性を捉えようとして
いる。


